
  

「次期推進計画」のビジョン及び柱について 
 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

【「次期推進計画」の柱】 

【ビジョン及び柱の検討にあたっての基本的な考え方】 
【目指すべきビジョン】 

これまでの推進会議及び計画策定部会での検討の視点と方向性 

 

【柱立て】 

・ 現計画の６本柱において，大学政策をめぐる主要テーマは整理できている。 

 ⇒ 現行プランの６本の柱を継承しつつ，社会情勢や国の動き（高等教育の将

来像，地方大学の振興と東京の大学の定員抑制，高等教育の無償化，リカレ

ント教育の推進など）を踏まえて具体的な中身を検討する。 

 

【大学間連携（インターカレッジ）】 

・ 各大学が「やりたいけれどもできない」部分を大学間連携でサポートするこ

とにより，京都全体としていろいろな大学が活性化し，大学のまち京都の発展

につながる。 

・ 大学コンソーシアム京都を中核に，その機能を補完する形でさまざまなイン

ターカレッジな枠組みを位置付け，アカデミック・インフラとしてノウハウを

オープンにし，共有することが重要。 

・ 学生目線でインターカレッジ型の多様な学びや活動をどうデザインするかが

重要。 

⇒ 各大学が健全な競争の中で切磋琢磨しつつも，「大学のまち」ならではのイ

ンターカレッジとしての機能を追求していく。 

 

【文化】 

・ 文化庁の京都への全面的な移転の決定を受け，京都市においては文化を基軸

としたまちづくりを一層推進していくこととしており，文化を継承・創造・発

信する拠点としての大学，文化の担い手としての学生が果たす役割はますます

重要になる。 

⇒ 文化を新たな柱とするのではなく，６本の柱の基盤に文化があり，それぞ

れの柱に文化の要素を入れながら，同時に大学・学生をコアとした文化を創

造していく。 

前提 
 

・・・・    個性個性個性個性あふれるあふれるあふれるあふれる多様多様多様多様なななな大学大学大学大学がががが集積集積集積集積しししし，，，，大学大学大学大学のののの枠枠枠枠をををを超超超超えたえたえたえた多様多様多様多様なななな学学学学びやびやびやびや活動活動活動活動がががが活活活活

発発発発にににに展開展開展開展開されているされているされているされていることがことがことがことが「「「「大学大学大学大学のまちのまちのまちのまち・・・・学生学生学生学生のまちのまちのまちのまち」」」」京都京都京都京都のののの原点原点原点原点でありでありでありであり，，，，更更更更

なるなるなるなる発展発展発展発展にににに向向向向けてけてけてけて極極極極めてめてめてめて重要重要重要重要。。。。    

・・・・    社会社会社会社会のののの変化変化変化変化にににに対応対応対応対応するするするする大学大学大学大学やややや大学大学大学大学コンソーシアムコンソーシアムコンソーシアムコンソーシアムのののの役割役割役割役割をををを改改改改めてめてめてめて認識認識認識認識ししししたうたうたうたう

えでえでえでえで，，，，大学大学大学大学がががが地域地域地域地域やややや企業企業企業企業とととと共共共共にににに新新新新たなたなたなたな価値価値価値価値をををを創造創造創造創造しししし，，，，次次次次のののの社会社会社会社会のののの担担担担いいいい手手手手をををを育成育成育成育成

することですることですることですることで，，，，社会社会社会社会のののの変革変革変革変革にににに寄与寄与寄与寄与していくしていくしていくしていく。。。。    
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大学政策（６つの柱とまちの将来像） 
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世界に誇る「大学のまち」「学生のまち」 

～グローカルなアカデミック文化の創造・発信～ 

 

 

「インターカレッジ」 
大学間連携により学びの環境を充実させ， 

大学の垣根を越えて学生が活動 

多様な学生 
ゆったり学べる環境の中で， 

多様な世代を巻き込み 

学生がチャレンジ 

開かれた大学 
グローカルに開かれた 

｢多様な主体による多様な場｣ 

を生み出す 

地域との協働 
地域社会や地域企業を 

巻き込んだ 

エンパワーメント 

社会の変革に寄与する京都ならではのモデルを創造・発信 


